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図 2-2-16 

メッシュによる行動圏解析
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図 2-2-17 

最外郭法によるつがい別行

動圏解析図 
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3 陸生動物（ヨタカ） 

3-1 調査概要 

評価書の現況調査において生息を確認したヨタカについて、その生息状況を継続的に把握する

ことを目的に実施しました。 

 

3-2 調査方法 

生息状況確認調査では、夜間に調査範囲を任意に踏査し、主に鳴き声の確認に努めました。 

夜間踏査時に鳴き声が確認されなかった 5 月調査時には IC レコーダーを１晩設置し、鳴き声

の記録に努めました。 

夜間調査時に鳴き声が聞こえた区域については、翌日の昼間に踏査し、出現場所の環境や生息

状況（営巣やねぐらの有無を含む）の確認に努めました。 

 

3-3 調査時期 

本種は夏鳥で、事業実施区域周辺に飛来するのは、主に 4 月から 8 月にかけてと考えられるこ

とから、次のとおり 3 回調査を実施（1回あたり 2 晩）しました。 

第 1 回：平成 25 年 5 月 12 日～13 日（2晩） 

第 2 回：平成 25 年 6 月 8日～9日（2 晩） 

第 3 回：平成 25 年 7 月 8日～10 日（2 晩） 

 

3-4 調査区域 

調査区域は現況調査で確認された地点を中心として実施しました。 

調査範囲及び主な踏査ルートは図 2-3-1 に示したとおりです。 
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図 2-3-1 ヨタカ調査の踏査ルート等 
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3-5 調査結果 

5 月から 7月に実施した 3 回の調査のうち、6 月と 7 月にヨタカの鳴き声が確認されました。確

認位置を図 2-3-2 に示します。 

5 月調査では、夜間踏査とともに ICレコーダーを一晩設置しましたが、いずれも鳴き声は確認

されませんでした。 

6 月調査では 5箇所で、7月調査では 3 箇所で鳴き声が確認されました。いずれも飛翔しながら

鳴いているもので、近くで確認したものは同一個体の可能性も考えられます。 

6 月は高原道路のある稜線付近で確認される傾向にあり、7 月には比較的山麓に近い側で確認

される傾向にありました。 

事業の実施に伴う土木造成工事は、5 月の調査時には既に開始しており、7月調査時まで継続的

に実施されていました。 

ヨタカの出現状況の推移と工事との明確な関係は認められませんでしたが、ヨタカの各月の確

認状況の変化は、当該事業の工事による影響ではなく、夏鳥として渡来のタイミングとその後の

繁殖活動の進行に伴う、ヨタカ自身の活動性や行動範囲の変化によるものと考えられます。 
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図 2-3-2 ヨタカの確認位置 
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オバノトンボソウは個体の出現はみられませんでした。 

また、6 月に移植した 7 個体は 1 ヶ月後も順調に生育を続けていましたが、その後は 1 個体に

減少しました。しかしこれは季節変化による自然な消長と考えられ、来季での出現が期待されま

す。 

移植地Ｂのヒトツボクロの生育は良好でした。6 月に移植した 20 個体は 1 ヶ月後には 18 個体

で開花跡の子房が確認されました。また、3 月に移植した個体は個体数がわずかに減少したもの

の、一部では蕾も確認されました。 

移植地Ｃでは土塊を移植したササユリ、ホトトギス属の一種、オオバノトンボソウは個体の出

現はみられませんでした。ヒトツボクロは移植地Ｂ同様、生育が確認されました。また、6 月に移

植した 10 個体のオオバノトンボソウは移植地Ａ同様個体数の減少がみられましたが、季節変化

による自然な消長と考えられ、来季の出現が期待されます。 

 

表 2-4-3 移植結果及び活着確認調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：6月 3日に再踏査し、採取した 11個体をＡ（7個体）とＣ（4個体）に分けて移植した。 

※2：採取した 5個体をＢ（4個体）とＣ（1個体）に分けて移植した。 

※3：0.2ｍ×0.2ｍの土が 2塊 

 

移植数・面積 4月22日 7月5日 6月3日 9月13日 9月13日 12月3日

31-5 ﾎﾄﾄｷﾞｽ属の一種 1回目 3月21日
1箇所

0.5ｍ×0.8ｍ
地上部なし － 3個体 － 3個体 －

39-9 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 1回目 3月22日
1箇所

 0.6ｍ×0.6ｍ
地上部なし － 地上部なし － 地上部なし －

ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 1回目 3月21日
1箇所

0.6ｍ×1.8ｍ
地上部なし － 地上部なし － 地上部なし －

ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ※1 2回目 6月3日 7個体 － 7個体 － 1個体 － 地上部なし

41-3 ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ※2 1回目 3月21日 4個体 4個体 － 4個体 － 3個体 －

41-4 ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ 1回目 3月21日 3個体 3個体 － 3個体 － 3個体 －

41-2 ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ 2回目 6月3日 20個体 － 18個体 － 20個体 － 17個体

30-2 ｻｻﾕﾘ 1回目 3月22日
2箇所

0.04㎡×2
※3 地上部なし － 地上部なし － 地上部なし －

31-9 ﾎﾄﾄｷﾞｽ属の一種 1回目 3月22日
1箇所

0.3ｍ×1.2ｍ
地上部なし － 地上部なし － 地上部なし －

41-3 ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ※2 1回目 3月21日 1個体 1個体 － 1個体 － 1個体 －

39-14 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 1回目 3月21日
1箇所

 0.3ｍ×0.3ｍ
地上部なし － 地上部なし － 地上部なし －

39-1 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ
※1 2回目 6月3日 4個体 － 4個体 － 4個体 － 地上部なし

39-12 ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 2回目 6月3日 6個体 － 6個体 － 1個体 － 地上部なし

3ヶ月後1ヶ月後 6ヶ月後

活着確認調査
移植調査

移植日

Ａ

Ｂ

Ｃ

39-1

移
植
地

個体
№

種名
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② 活着確認調査 

移植 2ヶ月後の結果、移植時に個体が乾燥し、やや白色化していた D1-13③、④、AX1-7 では活

力が増し緑色に変化するなど、生育は良好でした。一方、D1-13①、D2－6付近①、②では、動物

により掘られた跡がみられ、AX1-2 付近上流、下流の個体は出水により、多くが消失していまし

た。 

移植 5 ヶ月後の結果、冬季のため落葉に被われる地点があるなど全体的に活力は低く、生育面

積も縮小していました。 

 

表 2-4-5 活着確認調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）活力は、「弱」：移植時よりも活力が衰えた状態、「普」：移植時と変化ない状態、「良」：移植時よりも活力が増し

た状態を示す。 

注 2）表中の「生育面積」は、移植した面積に対して生育しているオオミズゴケが占める割合で、「1」：0～25％、「2」：

25～50％、「3」：50～75％、「4」：75～100％ の 4段階で示した。 

 

結果概要 活力
生育
面積

結果概要 活力
生育
面積

D1-13①
一部に動物による掘り返された跡がみ
られた。

普 4

乾燥はしていないが一部に白色化して
いる部分がみられた。また、苔類と他
のコケが増加していた。落葉が多かっ
た。

弱 2

D1-13②
出水により流れ込んできた土によって
面積の半分以上が被われていた。

弱 1
上方から水が流れ込んで一部が流路と
なっていた。落葉が多かった。

弱 1

D1-13③
移植時に白色化していた個体は緑色に
なり活力が増した。

良 4
一部に動物により掘り返された跡がみ
られ、生育個体はやや黒味を帯びてい
た。

弱 1

D1-13④
一部に動物の踏み跡がみられた。移植
時の個体の色は薄かったが、緑が濃く
なり活力が増した。

良 4
出水により土が被ったと思われる跡が
みられた。

弱 1

D1-13付近① 水分を多く含んだ状態であった。 普 4
出水により土と落葉が被り、多くがみ
られなかった。

弱 1

D1-13付近② 水分を多く含んだ状態であった。 普 4
土が被ることはないが落葉が多かっ
た。生育個体は点在していた。

弱 1

AX1-7
移植時に白色化していた個体は緑色に
なり活力が増した。

良 4 水分を含み濃い緑色になっていた。 弱 2

AX1-2付近上流 出水により多くが消失した。 弱 1
イヌツゲの根の上にわずかに残ってい
た。落葉が多かった。

弱 1

AX1-2付近下流 出水により多くが消失した。 弱 1
出水により右岸の一群は流出した。右
岸の木の根元はわずかに残っていた。

弱 1

D2-5付近
移植時に白色化していた個体は緑色に
なった。立ち上がる個体もみられた。

普 4
出水の形跡はないが個体数は減少して
いた。生育個体は良好な状態であっ
た。

弱 1

D2-6付近①
一部に動物による掘り返された跡がみ
られた。

弱 1
前回同様、動物による掘り返された跡
がみられた。

弱 1

D2-6付近②
一部に動物による掘り返された跡がみ
られた。

普 4
前回のような掘られた跡はなかった。
一部に白色化している個体がみられ
た。

普 1

移植5ヶ月後（12月3日）
移植地点

移植2ヶ月後（9月13日）

活着確認調査




